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        第5読 、式料:ソ ー ダ石灰  .]ス 椋:〃llメ)L・ ア)Lメ,し;群:封
           接 合黙a==3.Oein容 器 ・シ リマ ナ イ 臼 燃 需 ボ ー ト
糸1≦過 時 問(分)r I・ ・:・ ・1・ ・1・'・i30 30
外 極 温 度(℃)16・ ・ 77⑪87)i940 935 64・r・ 5t〕O
 内 極 温 度(℃ ⊃ 590 650 8iOI825 920 655 505
 電 位 差(mV) 20『145 560 230 130 10 -20
 備       考   初感        極大 i    I ・ff I     不感
す るこ とを確 かめた.
 す なはち實験1一 斗 に於 いて;ガ ラス粉 末を最初 に加 黙す る∫易合 に表 れ る電 位差の極大(200
～IOOD lnV)は,實 瞼5の 場 含 と同様低IIL課11の准1・澗 近で ガラスが 照に機械 的に接再蜀しナこ粉 末の
欺態 か ら,原 子的 なつなが りを持 つた液髄 の状態 に毛剃ヒする ときに夫 わね る もの と考 えられ る,
この ような現 象の本質及 び慮 用の研究を今 後引績 き行 う.
     Papail1酵 素 に 關 す ろ 研 究(第1-2報)
              吉 岡 政 七
 PaPftinが 蛋 白 質 を 分 解 す る植 物 酵 素 と し てCariellpapay乏Lに 存 在 す る も の で あ る こ とは,
周 知 の 事 實 で あ る.そ してPa1):lillがH(:Nに依 り賦 活 さ れ る こ と は,1902年Vinesに よ り
始 め て 認 め ら れ,後XVielsttitter, GraSmaml(192斗 年)等 はPaPah1とIrCNとに つ い て,
可 逆 的 結 合 詑 を 提 唱 し た.次 い でBerド1n及 びL・gqnalm1)1.t Ghitati・ll等 に よ る賦 活 作 用
を 認 ソ),そ れ が 一S-S一 の 酸 化 型 を還 元 す る作 用 に 共 困 す る もの で あ る と 総 し た.脚 ち,活 性
の 鍵 化 は, PこしPail1分 子vl; 1こ於 け るiIf塞 ご 一9-q一 基 の一.化 に よ る もの で あ る と思 考 さ れ て お
1る.
 しか しなが ら,そ の後,高 純 変の1'apainに 就てJiCNIを 以て賦活 したPapah1中 にSHジ 、寒
の存在を槍 した ところ,ニ トロプル シツ ト反憲 は陰性であつた.次 いでBa1ト2)等 の得 た結 品
性PUpai11の 活性化 に封 す る態 度を楡 し,酸 化を防 【1:して得 られた糸1「ru Jl Papainは 賦活剤 の
添加 がな くとも活性 を現 し,叉 結 品分難 にgsiL'Eして酸 化を受 けた もの の活性は賦活剤 の存在下 に
於て のみ現 れ,更 に酸 化 の高 い ものは最 いHCNノ 看▽)賦 活齊聴 使用 して も活性 化 されない こ
とを論 いてお る.叉 奥村3)は 活性基 としてSII基 を否定 し,他 に作用 些 ⊃あることを述 べて居
る.そ して更 に氏 は1'apainのGelatiRe分 解 に方冬て分解産物 を反応 溶液 中 に溶 存 させ る時は
分解速憂 が極 めて低 下 す ると云 つてお る.こ の時 にIICNの 存在に依 り,こ の分解の阻害作 用
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              モ
が防 止され る事實 か ら,HCNの 賦 活作川は 分解産物 中のNH2基 とAidchyd基 の如 きも
の との結合 によつて不 活性化 された ものをi【∫分解 して,活 性酵素 を生成 す るものである と述べ
てお る.
 叉Gunal)hathy4)短;はGelatin〔 ・及び1'c'pton分 解 に際 してH202に よ り庭理 したPapain
を使用す る とGelatilleを 分解 す るが,1'eptonを 分解 しない事實 か ら,1}1基 はPeptol1分
解 には必要 であ るが,(;ulatine分 解 に1よ必要で ない.更 に沃 化酷酸 を以 て庭 理しアこPapail1は
Gelatine, Pし・p亡on爾者 とも分解 し碍 ない事實か ら,沃 化酪酸 はSH基 以 外の活性 に關係 ある
化學 基を攣 化す る もσ)と して PaPaillの 活性1こ關係あ る化學基 はSH基 以外 の作 月1基の ある
ことを推ltし たの でd?る.從 つ て1)apttinの 活性 に屡IJ係す る化學基 はSII基 と見倣 すべ きか
或 は奥村氏 の如 くA ldehvd/is.;に 求 めるべ きか興味 ある問題で あ る.
 著者 はPapt由1のG」latil1・ ・分解 能bl Aldehy1基 を有 し,且 つ硫黄 を含有す るRongalit
(Natriumfornialdeh.yd-su/fox}vlat)そ の他 の之 に類 似 した一連 の化合物 によつて著 しく護現
す る事實 を認 めたので ここに報ll「する.
               實  験  の  部
 1)酵 素液:1'a])aiiiは 市販のMerek品(1;20), Ro〔la産(直 接R・da島 よb取 寄 せた も
ので微 に黄 色を帯 た小塊,'使 用に際 して粉 末 とす る), 又 サ イパ ン種 の乳 汁 は和歌 山縣 白濱 に
於 て栽 培 されてむ る生果 に メスを以 て縦 に切 傷をつ け,流 出す乳汁 を酵素液 とした.
 溜 化時 の基質溶液20ecに 封 してPaPahl O.29をp使 用 した(乳 汗 は乾燥物02gに 柵;㌃す る
量 を用い た).                   -
 2)基 質;Gelatine O.29.を10ecの フkを以 て溶解 し, Citratl)11ff('r溶 液 を加へ てpHを 調
節 し,溝 化時 に杢量 を20ccと す る.即 ち1%基 質溶液 を調 製 した.
 3)賦 活1賦 活剤 としてはHCN・Ca(SII)2, Nl2㌦03, Na2qゴ0.1, C31r5qO2(Cysteil1),
C6H8(一)6(Askorbin酸),CH2C●IISO2N豊.(Rongalil),CII201rS(}:iNa(Forma1(lehydbisTilfit)
をplr 5。0に 調節 したCltratpllffer溶 液10ec rliに前記賦活齊1を1.e,0・5,0.1,0・05%の 割合
に含有 す る溶液 を作 り,次 に前記酵 素0.29を 加 え時 々振盟 混和 して30分IIU賦 ～、聴 行 つた・賦
活後 基質溶液 を加 えて全 量を20ccと す る.
 4)分 解試 瞼1治 化基質溶液20ccに 封 して酵素0.29を 加 え,且 つ賦 活試験 に於 ては前記
賦 活剤 を以 て1}aPainに 賦 活 を行っ て後,各 基質 溶液 全量 を20ccと した ものにToluolを 軍
暦 し40℃ 艀卵 器中にて治化 した.
 iiis化後24時 間,72時 問,120時 開後の各溝 化液4ecに 就いてFormoltitration t:依 り酸fllt測
定 を行 った.封 照試瞼 として,基 質 を含 まない酵素+調 節液 を本 試験 と同一 條件下 にて浩 化 し
t・.試獅 後鰍 び藤 夜のみの測定働 痴 笠とし矧 去つアン 器一N・1・の巧伽 灘 ・・数
を分解値 として表中に記載 した.
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                實  験 '成  績
            第1表 Papain酵 素のGelatine分 解(無 塵理)
             消化液4ccに 勢するN/lo NaoH浩 費cc数
一 の 一 議3,・'1-…5…D7・ ・
   (¥?r§ぎ♪   .   ・ 1曇ま        §      …;§§      §i§隻    . §i…甕      §i§蓑
             24          0        0.05       0.{〕5        0.03        0.03
   Roda産        72      0     0.05     0.08     0.05     0.03          
,   120          0        0。08        0.08        0.05        0.03
             24                   030
内  結實後1ケ 月    72    -     一    〇47    -     一
地           120               057
産           24              038(   結貿後2ケ月    72     -     -     060     -     一
犠     ll    ・ 朧ノ へ
)  結實後3ケ 月    72    -     -     063    -     一
の              96                  073
乳            24               049
汁  結實後4ケ 月    72    -     -     04り    一     一
             96                 040
           第2表 Papainの 賦活剤添加に依るGelatine分 解
          浩化液4ccに 勢するN/10 NaOH浩 費cc数(PH.5.0)
    賦 活 捌 灘 憎 ・ 隔 一
   HCN            24    0.45    0.35     0.27     0.23
                24        042        028        010         010
   CsH7Sq2(Cystein)     72     044     032     016     010              120     045     033     016  
1   012
                24       002       003       003        004
   C6H806(Askorbin酸)    72     010     010     007     005              
120       010       013       012       005
                24       026       015       0監2        007
   Ca(SH)2           72     028     021     02D     OO8              
120        030        023        021         008
                24       017       014       004         0
   FeSO■                72       019       014       005       0.07
               120       019       014       008       0.07
                24     0      0      0       0
   Fe2(SO4、3              72        0        0.03       0.03         0
               120       0.17       'O.16       0.Ol        OO2
       ・              24        0」.l       O.IO         O          OOl
   NaLS-03       '  72     0.17     0.16     0.11     0.10
             ,   120       020       6.16       0L11       010
                24        0.40        0.32        0.,3U        O23
   Na2S≧0生           72     0.40     0,32     0.30     029
               120        0.53        0.42        0.3=)        031
   c恥罵 譜 、ll lll l:ll l:馨tlll
                24       0.32       0.20       ・0ユ8        012
   CH20. HSO3Na      72    0.33    0.26    0.22     「015
                120       0.39       0.30       0.22        015
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        第3表 Pap:iinのR〔,ngalit賦 活に依るGelatine分 解こPII5.0)
        一    浩化液4ccに 封するN1/10 NaOjl清 費cc婁 交
      "              1%Rongalit賦 活のPapapin乳 汁
     浩』 化 時 間 一瀬 後・ケ・i癩 後4・ 月
                 ヘコ            ロ                        ゴ    お        
         24        1            0。88                   0.97
         72              1.40              -
         g6                     1.4〔)                   0.97
               實 '験  成  績        ・
                                し
 第1表 に観 る如 くにMerck IliT, Ro la崖 のPapail1はG・]11tillci分 解 は}1ξだ微 腸であ る.
しか るに白濱 に於 て栽 培 され/こサイパ ン種 のPこlp=linは 採 収直後 の もので,共 分解値 は大 で あ
る.著 者は幸 ひ結實 後4ケ 月に渡 る ものに就 いて試 漁す る事 が出來 た.共 の試験値 は著 しい譲
異は認 め られないが,結 實後2ケ 月乃至は3ケ 月の もの に高 分解値 を示 した.且 つ乳汁分泌 も
旺盛であつた.                    .            .
 次 に各種賦 活剤 にょる試 験成績(第2表)で あ るが,著 給 よ9α斜Eの 化 含物 に)twいて行 つた.
その内の10磁 に就 てi'こし1庸11(T)且状)(la産)の(lelatinu分 解値 をヨ劇 莞したので ある.從 來の賦 活
剤 として よ く知 られたHCNを 初 めCystelll等 を劃照 として試験 した.
 その結 果 はRongalit(Clr2ぐ).11SO2Na)を以て賦 活タ刷する時 はGelatineの 分解 は著 明に
獲現 され るこ とを'親察 したのである.
 IICN, CYstein賦 活時の もの と比較す ると,1%濃 窒に於 て消fヒ24時 間後 の分解値 を見 るに
IICX, Cysteln賦 活のO・45,0,42ccに 劃 しRし)ngalit l拭活は0・75ceを 示 し,又05%濃 度 に
於 て も0・35ec,028ecに 封 し, Rollgalit賦 活は0.45ceの 分解値 を示 したの であ る.賦 活濃 度
0.05%に 於 て.も025ccの.数 廊亘を認 めた.
 次 にRongtLlit類 似化イセ物 のClr20,11SO3Na賦1、 脅の場合 もCystein程 度の分解作用 を現
わした.叉 新 に見 川 した強賦活齊lRongalitは 生果 よ り得・た,少 しも酸 化 を受 けない乳汁 の形
のPapai11に 作 用す る と第3表 の如 く,夏 に約2倍 のGvatille分 解 値 を認 め る事 がlll來 た.
故 に奥 田氏 の提 唱す るイ丘1用化皐基が.ヤ1dellvd基 にジ、姻 す る もので あ らうことが想像 され る.
 RongalifはIICNに 比 して無,翁 二して安杢なる強賦 活剤)で あ る.
 (本 報告の一部 は昭和19年 イヒ學 研究所講演伽 こ於 て獲 表)
 捕筆 に臨んで本研究に關し理學邦白濱研究所に於て多大の御援助を賜った駒井卓教授に深甚の 謝意を表
 し,且 つ實験材料の提供を賜つた白濱番所山1[」物園榎本林作氏 に感謝する.
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